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大阪湾再生行動計画
　森・川・海のネットワークを通じて、美しく親しみやすい豊かな「魚庭（なにわ）の
海」を回復し、 京阪神都市圏として市民が誇りうる「大阪湾」を創出する

ν 年間を通して底生生物が生息できる水質レベルを確保
する・・・・・・・・・・・・・『底層ＤＯ（溶存酸素量）』５mg/L以上（当面は３mg/L以上）

ν 海域生物の生息に重要な場を再生する
　　　　　　 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・『干潟・藻場・浅場等の面積、砂浜・磯浜等の延長』

ν 人々の親水活動に適した水質レベルを確保する・・・・・　
『表層ＣＯＤ』（快適な水質レベル）散策、展望：５mg/L以下、潮干狩り：３mg/L以下、
海水浴：２mg/L以下、ダイビング：１mg/L以下

ν 人々が快適に海に触れ合える場を再生する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・『自然的な海岸線延長』

ν 臨海部での人々の憩いの場を確保する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・『臨海部における海に面した緑地の面積』

ν ごみのない美しい海岸線・海域を確保する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・『浮遊ごみ、漂着ごみ、海底ごみ』

【目　標】

【大阪湾再生に係る具体的な目標及び指標】



「大阪湾再生」の元気な取り組み

１．市民との協働の取り組み

平成１６年度の取り組み事例

２．産官学連携の広域的・横断的な取り組み



１．市民との協働の取り組み

■ミニ人工干潟による生物生息空間形成調査

■市民参加による「コンブの森づくり」社会実験

■アマモ移植による「都市型ダイビングスポット」

～全国都市再生モデル調査～



■ミニ人工干潟による生物生息空間調査

～全国都市再生モデル調査～

λ 可動式のミニ人工干潟を開発し、小学生・ＮＰＯの主体
的な参加のもと、ミニ人工干潟における水生生物のモ
ニタリング調査を実施することで、都市域に水生生物が
生息できる環境の再生を目指すもの。　　　

OP +0.35

捨石マウンド

ミニ人工干潟

既存護岸

観察・学習時に取出し

H.W.L OP +2.10

λ大阪府堺市浜寺地区
（堺泉北港）で実施

（Ｈ１６.１０～Ｈ１７.３）



ミニ人工干潟の設置状況

調査主体：ＮＰＯ大阪湾研究センター

参加機関：ＮＰＯ環境教育技術振興会

　　　　　　（ボランティアダイバー）

　　　　　　 浜寺昭和小学校など

撮影：城者さん

撮影：城者さん

雨の中、小学生とボランティ
アダイバーが設置作業

設置状況



ミニ人工干潟で確認された様々な生物

アシナガ
ゴカイ

ヨコエビ

イシガニ

アサリの水管
アメフラシ

アシナガ
ゴカイ

ヒゲナガ
ヨコエビ

λ当初入れたアサリは７割が生きて成長



■市民参加による「コンブの森づくり」社会実験

λ都市臨海部の人工護岸周辺における水環境や
生物環境の改善を図るとともに、大阪湾の水環
境への関心を高めるため、コンブ海藻プレート
により市民と協働でコンブを育成するもの。

ぶら下げ用ロープ10本

12m

ぶら下げ型イメージ図

浮き 浮き

ブロック等

プレートを２枚
づつ
ぶら下げる

種糸

λ大阪府堺市浜寺地区（堺泉北港）で
実施中（Ｈ１６．１１～）。地元小学校、
地元自治会が参加。コンブ協会も注目。

λ当初、約２００枚の貼り付け型プレー
トで行ったが自然条件などにより失敗

λ再度、ぶら下げ型、貼り付け型、ブロッ
ク貼り付け型、ロープ挟み込み型など、
約２００枚のプレートで実験中



「コンブの森づくり」社会実験の状況

　枯れたコンブ

　めげずに再挑戦！

現在、順調にコンブは成長中！

ロープ式 プレート式改良型

今度こそ！

浜寺校区自治会も
全面的に協力

浜寺小学校４年生、

コンブが大きくなりますように！

　ここでもボランティアダイバーが大活躍！

Ｓ.Ｊｏｓｈａ



■アマモ移植による「都市型ダイビングスポット」

λ 「海のゆりかご」と呼ばれ、水生生物の餌食、産卵、稚
魚の育成の場として機能する「アマモ場」の育成によ
り、魚介類が多く生息するダイビングスポットを実現す
るとともに、市民の自然再生の機運を醸成するもの。

λ大阪府泉南市りんくうタウン
のサザンビーチで実施中

（Ｈ１６．１２～）

λアマモ種子シート敷設、アマ
モ移植の２つの方法で実施

アマモ種子シートの設置 撮影：城者さん
（ＯＣＡ）



νボランティアダイバーの多彩な構成
λＮＰＯ環境教育技術振興会（ＣＡＮ）

λＮＰＯ大阪湾研究センター

λ大阪コミュニケーションアート専門学校（ＯＣＡ）

λ新聞報道やホームページを見て来られた方々

λマスコミ関係者など

大阪湾をダイビングスポットにしたい！
～広がる取り組みの輪～

アマモの植え付け

撮影：城者さん（ＯＣＡ）

λＮＰＯアマモ種子バンク

λＮＰＯ大阪湾研究センター

λ地元漁協など

ν様々な協力団体



アマモ移植後の状況

アマモのまわりには、ハゼ、エビ、カレイ、貝類などが

４０ｃｍ以上に成長



２．産官学連携の広域的・横断的な取り組み

【採水の様子】

【水温･塩分計での測定】

λ 大阪湾再生水質一斉調査「海域１６０点、河川２５０点」　
　　陸域（河川等）や海域の関係行政機関はもとより、土木学会の共同研究グループやＮＰ
Ｏ等と協働で産官学連携により実施。この様な横断的、広域的かつ官民協働の取り組
みは全国初。下水処理場データも活用。（８月２日を中心に、８月１日～２６日に実施）



大阪湾再生水質一斉調査の結果について

　 大阪湾及びその集水域の水質を面的に詳細に把握、
夏季において、以下のような特徴が明らかになった。

ν 海域の生物生息に重要な溶存酸素量（ＤＯ）は、内港部
の護岸際などで生物生息に必要なレベルより低い

ν 海域の汚濁の代表的指標である化学的酸素要求量（Ｃ
ＯＤ）の値は、湾奥部の西側で大きい（台風での表層水
移動や海域内の植物プランクトン増殖の影響あり）

ν 海域の富栄養化の指標となる全窒素（Ｔ－Ｎ）や全リン
（Ｔ－Ｐ）の値は、湾奥部で大きく、陸域からの流入水質
との関連が深い　　

（Ｈ１７．３．１５記者発表）



υ今後も引き続き
大阪湾再生水質
一斉調査を実施



市民との協働の取り組みを中心とした
マスコミ報道状況

　　行政と市民・ＮＰＯなどとの協働の取り組みが注目され、以下の
とおり、テレビ・新聞とも継続的に取材を受けている。

λ テレビ放映の状況
　　最近１年間の大阪湾再生に関するテレビ放映は、１９本で
合計約１時間（Ｈ１６．２～Ｈ１７．１）。

　　現在、全国放送の特集番組の取材が進行中。

λ 新聞、雑誌等への掲載
　　　産経新聞１３件、朝日新聞１０件、毎日新聞１３件、読売新聞
　５件、日経新聞５件、日刊工業新聞３件、朝日小学生新聞３件、
フジサンケイビジネスアイ１件、ヘラルド朝日（英字）１件、合計
で５４件。雑誌では、日経コンストラクションや瀬戸内海、地球環
境など（Ｈ１６．２～Ｈ１７．３）。




